
令和６年度 国立乗鞍青少年交流の家教育事業 

法人ボランティア養成セミナー 
 

開催要項 

 

１  趣 旨  国立青少年教育振興機構の全国２８施設でボランティア活動が行えるようになる「法
人ボランティア養成カリキュラム」を実施し、ボランティア活動に必要な理論と技術
についての実践的な研修を行い、活動に積極的に取り組む意欲のあるボランティアを
養成する。 

 
２  主 催  独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立乗鞍青少年交流の家 
 
３  後 援  岐阜県教育委員会・富山県教育委員会・愛知県教育委員会・長野県教育委員会 
   (予定)  高山市・高山市教育委員会・飛騨市教育委員会・下呂市教育委員会 

白川村教育委員会・社会福祉法人高山市社会福祉協議会 
 
４  期 日  令和６年５月２５日（土）～５月２６日（日）１泊２日 
 
５  会 場  国立乗鞍青少年交流の家（岐阜県高山市岩井町 913‐13）および 施設周辺 
 
６  対 象  ボランティア活動に興味がある高校生以上の学生または一般の方 ３０名程度 
 
７  参加費  ３,６００円程度（食事代、保険代、教材費等） 
        前泊する場合は夕食・朝食代１,４００円が別途かかります。 
 
８  申 込  申込締切：５月 12日（日）17:00（申込み多数の場合は抽選） 
        申込方法：Ｗｅｂ申込フォーム（右 QRコードか下 URLより） 

（https://forms.office.com/r/unPjndKGZE） 
 
 
 
９  日 程  「法人ボランティア養成カリキュラム」科目 
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１０ 講 師  高山市社会福祉協議会 新井健太郎氏（ボランティア活動の意義） 
        国立乗鞍青少年交流の家 次長・企画指導専門職 

（青少年教育、青少年教育施設におけるボランティア活動、ボランティア活動の
技術、青少年教育施設の現状と運営、安全管理） 

 
１１ 交通案内 JR高山駅から約２３km（車で約４０分）です。 

JR高山駅と交流の家間で無料送迎バスを運行します。 
 【往路】２４日（金）１５：００発、２５日（土）７：２０発 
 【復路】２６日（日）午後の講座は JR 高山駅近くの施設で行います。参加者全員

を交流の家から研修施設周辺までお送りします。 
※高山駅と交流の家間の送迎を希望する場合は申込フォームに入力してください。 

https://forms.office.com/r/unPjndKGZE


 
１２ 持ち物  参加費、野外活動に適した服装（雨天や汚れに対応できる服装）、運動靴 
        健康保険証、着替え、上履き、筆記用具、雨具、軍手、リュックサック 等 
 
１３ 個人情報の取り扱いについて 
         本事業は「独立行政法人国立青少年教育振興機構が保有する個人情報の適切な管理

に関する規定」に基づき実施、運営します。 
 
１４ その他   都合によりプログラムが変更になることがあります。 
         法人ボランティア養成セミナー修了者は、独立行政法人国立青少年教育振興機構の

『法人ボランティア』として登録することができます。その後、国立乗鞍青少年交流
の家を含む全国２８施設でのボランティア活動が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当】 

 国立乗鞍青少年交流の家 牧田 隆之  大羽 亮平 

 電 話：0577-31-1014 Ｅメール：norikura-sen@niye.go.jp 


